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員
困
、
飢
餓
、
難
民
、
環
摘
な
ど
の
地
球
的
問
題
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｏ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
活
動
が
年
々
活
発
化
し
て

い
る
が
、
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援
は
、
欧
米
に
比
べ
、
ま
だ
「
人
灘
援
助
大
国
」
と
は
程
還
い
状
況
と
い
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
篤
両
性
や
無
題
、
わ
が
国
の
国
際
貢
献
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
国
連
Ｎ
Ｏ
Ｏ
で
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ

＝
ア
ジ
ア
医
師
濡
絡
搦
轍
会
）
の
霖
波
茂
代
表
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す
る
と
と
も
に
、
世
界
各
地
で
発
生
す
る
難
民
や
災
害

に
対
し
聘
力
的
に
緊
急
救
授
登
属
闘
し
て
い
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。

　
（
非
政
府
組
織
）
は
役
に
立
つ

と
い
う
社
会
的
な
認
知
を
い
た

だ
い
た
の
が
、
九
五
年
一
月
の

阪
神
大
慶
災
緊
急
教
授
で
し

た
。
同
年
五
月
の
ロ
シ
ア
・
サ

ハ
リ
ン
大
震
災
救
援
で
は
、
日

本
の
Ｎ
Ｏ
Ｏ
と
し
て
初
め
て
飛

行
機
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
て
向
か

い
ま
し
た
が
、
こ
う
し
た
活
動

を
週
じ
て
、
災
害
医
家
救
援
が

一
つ
の
分
野
と
し
て
確
立
し
て

い
き
ま
し
た
。

　
今
年
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
と
ニ

カ
ラ
グ
ア
で
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
災

医
師
団
を
形
に
し
て
、
世
界
中

に
、
七
十
二
時
間
以
内
に
波
や

か
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
体
制
を

撃
ｘ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
七
十
二
時
間
以
内
と
は
。

　
讐
波
災
害
後
、
八
時
間

き
す
ぎ
る
と
、
本
来
助
か
る
人

が
医
療
が
な
い
た
め
に
死
ん
で

し
ま
い
水
蚤
。
二
十
四
時
間
以

性
を
珊
し
て
い
ま
す
ね
。

　
雪
波
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
「
Ｇ
」

は
政
府
で
す
が
、
政
府
つ
ま
り

近
代
国
民
国
家
で
は
最
大
民
族

が
国
を
つ
く
る
の
で
、
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
（
少
数
民
族
）
が
で

き
て
き
ま
す
。
例
え
ば
、
ク
ル

ド
人
は
カ
ナ
ダ
の
人
口
よ
り
多

い
三
千
五
百
万
人
も
い
ま
す

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
）
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
笏
県
政
。

一
九
八
四
年
股
立
。
世
界
二
十
一
カ
国
に
支
部
を
持
つ

国
連
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て
、
国
内
外
で
、
①
難
民
や
災
害
被

災
者
へ
の
緊
急
医
療
活
動
②
地
域
保
健
医
療
③
教
育
、

職
字
等
の
自
立
支
援
－
－
な
ど
約
四
十
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
一
刀
的
に
進
め
て
い
る
。
九
八
年
度
だ
け
で
も
、

　
【
別
靉
】
の
よ
う
に
ｘ
緊
急
救
援
活
動
は
ｘ
『
月
の
中

国
河
北
雀
地
震
か
ら
十
一
月
の
中
米
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害

ま
で
毎
月
り
φ
っ
に
出
動
し
て
医
療
活
動
と
教
授
物
資

害
に
対
し
、
日
本
、
ボ
リ
ビ
ア
、

ペ
ル
ー
、
カ
ナ
ダ
の
四
力
国
の

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
従
事
者
と
調

整
員
十
七
人
が
一
緒
に
な
っ

て
、
緊
急
教
授
に
当
た
り
ま
し

た
。
こ
れ
で
、
ア
ジ
ア
多
国
籍

医
師
団
に
次
い
で
、
ア
メ
リ
カ

多
国
籍
医
師
団
の
原
形
が
で

き
、
次
は
、
ア
フ
リ
カ
多
国
籍

　
　
　
　
　
　
内
に
入
れ
れ
ば

効
果
は
大
き
い
。

　
阪
神
大
震
災
で
も
、
政
府
が

シ
ス
テ
ム
的
な
救
援
対
策
が
で

き
る
ま
で
三
日
く
ら
い
か
か
り

次
し
た
。
そ
の
間
に
民
間
が
ど

ん
ど
ん
救
櫛
陽
動
を
や
り
て
い

か
な
け
れ
ば
、
救
援
の
癩
味
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
－
Ｎ
Ｇ
ｏ
の
役
割
は
重
要

削
さ
れ
ホ
乙
だ
。
国
家
の
。
シ

ン
ボ
ル
″
で
あ
る
国
禰
練
に
よ

っ
て
、
少
数
民
族
と
な
り
悲
劇

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
国
男
綴
に
よ
っ
て
Ｉ
き
る
悲

劇
を
解
決
し
て
い
こ
や
と
い
う

の
が
Ｎ
Ｏ
Ｏ
で
す
。
政
府
が
で

き
な
い
こ
と
を
、
ま
た
、
で
き

る
こ
と
で
も
さ
ら
に
効
率
的
に

す
る
た
め
に
Ｎ
Ｏ
Ｏ
が
必
・
費
で

す
。
近
代
国
民
国
家
が
暁
く
限

り
、
Ｎ
Ｏ
Ｏ
は
育
て
な
け
れ
ぱ

な
り
ま
せ
ん
。

　
ど
の
国
の
人
た
ち
も
９
に
立

ち
た
い
、
社
会
に
必
要
と
さ
れ

た
い
と
い
う
幕
冪
的
な
要
求
を

持
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
を

実
現
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
を
提
供

し
て
い
く
こ
と
が
重
同
で
す
。

日
本
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
義

務
で
な
く
使
命
感
を
持
っ
て
Ｏ

Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
涵
一

め
て
い
け
ば
、
日
本
の
存
在
感

は
重
く
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま

す
。
そ
の
時
に
国
と
し
て
行
け

な
い
と
こ
ろ
は
Ｎ
Ｏ
Ｏ
が
頑
張

れ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

　
－
わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
支
援

は
欧
米
に
比
べ
る
と
貧
弱
だ
と

霧
わ
れ
ま
す
が
。

　
曹
波
欧
米
は
キ
リ
ス
ト

教
と
い
う
宗
教
的
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
背
霖
）
か
ら
、
Ｎ
Ｇ

ｏ
支
援
に
つ
な
か
ら
ざ
鳶
寿

な
い
面
が
あ
り
ま
す
。
勿
っ
】

つ
は
、
欧
米
は
置
換
税
が
低
く
、

寄
付
し
や
す
い
と
い
う
税
制
の

海
い
で
す
。

　
わ
が
国
に
は
相
互
扶
助
思
想

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
知
ら

な
い
人
に
は
冷
た
い
」
と
い
う

欠
陥
を
補
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
「
あ
な
た
が

困
っ
て
い
る
か
ら
助
け
る
が
、

今
度
、
私
が
困
っ
た
ら
助
け
て

く
だ
さ
い
」
と
い
う
ギ
プ
・
ア

ン
ド
・
テ
ー
ク
の
関
係
で
す
の

で
、
援
助
さ
れ
る
側
の
プ
ラ
イ

ド
を
傷
つ
け
ま
せ
ん
。
し
か
も
、

　
「
生
活
の
救
済
」
な
の
で
、
ど

の
国
の
人
に
も
当
て
は
ま
る
糾

灘
性
が
あ
り
ま
す
。

　
わ
が
国
の
税
制
圓
の
課
題

は
、
寄
付
す
る
こ
と
が
免
税
措

置
と
な
り
、
税
金
の
中
か
ら
Ｎ

Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
非
営
利
組
織
）

｜｜
ｙ

｜
｜｜

　
鶯
波
　
一
番
大
き
な
問
題

は
、
日
本
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
は
無
料
で
す
る
も
の
だ
と

い
う
考
え
が
根
強
い
こ
と
で

す
。
大
規
模
に
や
る
っ
と
思
え

ば
、
優
秀
な
ス
タ
ッ
フ
が
必
要

で
、
寥
刄
無
料
で
絢
冤
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
外
務
省

や
郵
政
省
は
事
業
費
は
認
め
る

が
、
運
営
費
は
認
め
な
い
と
い

う
ス
タ
ン
ス
（
立
場
）
豪
引
き

ず
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
め
結

果
、
や
れ
ぱ
や
る
ほ
ど
事
業
費

に
お
カ
ネ
は
来
る
が
、
運
営
費

が
来
な
い
の
で
、
手
持
ち
の
機

動
賢
金
が
な
く
な
り
、
中
核
ス

タ
ッ
フ
が
禽
べ
て
い
け
な
く
な

る
と
い
う
「
黒
字
倒
産
」
に
な

っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
日
本
に

大
規
模
な
Ｎ
Ｏ
Ｏ
が
育
た
な
い

１
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－
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
目
的
、
理

念
は
。

　
曹
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表

　
私
た
ち
の
基
本
的
な
行
動

原
理
は
「
Ｓ
っ
た
時
は
お
互
い

さ
ま
」
「
相
互
扶
助
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
目
的
は
「
平
和
」

で
す
が
、
「
家
族
の
き
ょ
う
の

生
活
ど
、
家
族
の
あ
す
の
希
望

を
爽
現
で
き
る
状
況
」
を
ぶ
・
和

と
考
え
ま
す
。
そ
れ
そ
妨
げ
る

も
の
が
戦
争
、
災
害
、
貪
困
で

す
の
で
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
具

体
的
な
入
城
援
助
フ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
埋
め
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
入
避
援
助
に
は
、
①

だ
れ
で
も
他
人
の
役
に
立
ち
た

い
気
持
ち
が
あ
る
②
こ
の
気
持

ち
に
国
境
、
民
族
、
文
化
、
宗

教
な
ど
の
差
は
な
い
・
卯
援
助
を

受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ

る
Ｉ
Ｉ
と
い
う
三
原
則
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
寒
味
で
、
援
助
す

る
側
と
、
さ
れ
る
側
の
人
間
関

係
は
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
互

い
に
支
え
お
う
協
力
関
係
）
で

あ
る
こ
と
が
大
事
で
、
尊
敬
と

信
頼
の
人
間
関
係
が
広
が
り
、

パ
ー
ト
ナ
’
Ｉ
シ
ッ
プ
が
グ
ロ
ー

バ
ル
（
地
球
規
模
）
に
な
っ
て

い
け
ぱ
、
「
民
間
か
ら
の
戦
争

抑
止
力
」
と
し
て
育
つ
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
－
－
代
表
が
こ
の
活
動
に
取

り
机
Ｃ
き
っ
か
け
は
。

　
雪
波
も
と
も
と
、
知
的

好
奇
心
や
冒
険
心
が
強
く
、
大

学
時
代
の
一
九
六
九
年
（
昭
和

四
十
四
年
）
に
単
独
で
ア
ジ
ア

十
二
力
国
を
訪
問
し
た
り
し
て

き
ま
し
た
が
、
七
一
年
に
タ
イ

国
に
医
療
チ
ー
ム
と
し
て
行
っ

て
か
ら
、
ず
っ
と
国
際
医
療
協

力
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

理
念
の
原
点
の

一
つ
は
、
私
が

高
校
二
年
生
の

時
に
見
た
太
平

洋
戦
争
写
真
集

で
す
。
そ
の
中

に
、
私
と
同
じ

年
ご
ろ
の
日
本

兵
が
南
方
戦
線

の
浅
瀬
に
馴
を

う
ず
め
て
死
ん

で
い
た
写
真
が

Ｉ
マ
の

す
。

１
－
を
遡
め
て
い
ま
す
が
、
活

動
の
エ
ポ
ッ
ク
（
新
時
代
を
開

く
）
と
な
っ
た
も
の
は
、
特
に

印
象
深
い
も
の
で
す
。
九
一
年

つ
に
な
っ
て
い
ま
に
初
め
て
緊
急
救
援
を
出
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
バ
ン

４
づ
よ
～
ｓ
；
侈
に
順
順

－

侈
ぽ
坤
に
こ
豺
前
島
４
芦
４
４
％
鰭

　
　
・
。
　
　
　
　
－
　
　
す
が
な
み
・
し
げ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
―
内
科
呵
医
家
一
　
｛
の
開
発
堵
上
国
で
敗
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地
域
保
健
ヽ
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支
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事
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民
間
か
ら
の
戦
争
抑
止
力
に
里
石
川

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
役
割
高
ま
る
排
日

あ
り
ま
し
た
。
な
ぜ
、
彼
は
遠

く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
死
な
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
以

来
、
「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う

問
題
は
ず
っ
と
思
考
の
ま
な
テ

る
活
動
は
あ
り
ま
す
か
。

　
曹
波
私
た
ち
は
現
在
、

大
き
く
分
け
て
、
①
難
民
、
災

害
被
災
者
へ
の
緊
急
医
療
活
動

②
地
域
保
健
医
家
卯
自
立
支
援

ルワンダ難民を車で移勤しながら診療するＡＭＤＡの

モーピルサービス（96年11月）

六
万
人
の
回
教
徒
の
難
民
に
対

す
る
教
授
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ア
フ
リ
カ
に
は
、
九
三
年
の
ソ

マ
リ
ア
難
民
緊
急
医
療
活
動
で

初
め
て
派
遣
し
ま
し
た
。
九
四

年
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
で

は
、
日
本
の
自
衛
隊
と
共
同
し

て
活
動
に
も
当
た
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
よ
う
な
Ｎ
Ｏ
Ｏ

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
へ
の
支
援
方
法
は

次
の
通
り
。

　
【
募
金
】
①
子
ど
も
一
統
建
設

②
目
立
支
援
③
地
域
医
療
支
援

④
地
域
開
発
⑤
緊
急
救
援
－

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ヘ
の
協
力
は
、

通
信
欄
に
①
～
⑤
の
番
号
多
番

い
て
、
次
の
口
座
に
振
り
込
む

　
（
口
座
名
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
。

　
・
郵
便
振
賄
口
座
番
号
Ｏ
Ｉ

２
５
０
－
２
１
４
０
７
０
９

・
中
国
銀
行
一
宮
支
店
（
替
濁
）

口
座
番
号
１
２
７
２
０
１
１

市

ii

7通
　Ｗ　ｙ

　４

　
＊
こ
の
ほ
か
に
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

会
員
、
募
金
箱
設
置
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ダ
イ
ヤ
ル
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
、
絵
は
が
き

セ
ッ
ト
、
自
立
又
援
グ
ッ
ズ
な

ど
、
さ
ま
ぎ
ま
な
支
援
方
眼
が

あ
る
。
詳
し
く
は
、
一
Ｔ
７
０
１

－
１
２
０
２
岡
山
市
楢
率
３

１
０
ノ
ー
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
本
部

ａ
ｏ
８
６
－
２
８
４
－
７
７
３

０
ま
で
。

【緊急救援】

中国河北省地震緊急救援

アフガニスタン震災緊急救援
北朝鮮緊急物資支援

ボリビア震災緊急支援

インドサイクロン援助物資空輸
サハ洪水被災者救援物資空輪

パプアニューギニア津波災害緊急救援
バングラデシュ洪水緊急救援
中米ハリケーン緊急救援

１月

２月

４月

５月

６月

７月

９月

11月

　　【地域倆鍵・自立支援覇業】
〈アジア＞

アフガン難民医療支援

インド地域医業

インドネシア佩鍵衛生

カンボジア陣害者生活向上

　　//　佩鐘医●豊及

　　//　地摺被害者治塵

ベトナム・ストリートチルドレン医塵
彙パール子ども病院建設

　//　7－タン難民放済

　ﾒy　カトマンズ握傭医療向上
パングラデシュ地域一個衛生
ミャンマーメテぞーう地区偏傭医療
＜アフリカ＞

ジプチ医療

ウガンダ子ども病院建設
　/y　●歯訓繍・衛生教育

ケニア職業剃維・衛生教育
ザンビア保健衛生教育・住民自立支援
スーダン国内避難民救援

ルワンダ咎塵所再建・

　//　|日ザイール難厘シヱルター建股
　//　女性自立支援

　//　病院再建
　jj　祗チュープ難民テント建設
〈申●米＞

ボリビア放鳥救命研修
ズ結核巡回診療ペルーエイ
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